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	応用
	抗原情報
	背景
	システイニルロイコトリエンLTC4、LTD4、およびLTE4は、ヒト気管支喘息の重要なメディエーターです。薬理学的研究により、システイニルロイコトリエンは少なくとも2つの受容体、すなわちこの遺伝子によってコードされるタンパク質とCYSLTR1を活性化することが明らかになっています。このコードされる受容体は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーのメンバーです。内分泌系および心血管系において重要な役割を果たしていると考えられます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：システイニルロイコトリエン受容体。この反応は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質を介して媒介されます。部分作動薬であるBAY u9773による刺激は、肺静脈の特異的収縮を誘発し、肺血管内皮の弛緩にも間接的な役割を果たす可能性があります。ロイコトリエンに対する親和性の順位は、LTC4 = LTD4 >> LTE4です。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性：広く発現しており、心臓、胎盤、脾臓、末梢血白血球、副腎で最も高いレベルで発現しています。肺では、間質マクロファージに発現し、平滑筋細胞にもわずかに発現しています。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	CLTR2抗体を用いたHeLa細胞およびCOLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CysLTR2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	CysLTR2ポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

